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	中長期戦略の取りまとめにあたって
	慶應義塾大学環境情報学部
	村井 純
	　まずは、今回の限られた時間の中で、この中長期戦略をまとめることができたことに対し、委員の皆様及び事務局の皆様のご苦労とご尽力に敬意と感謝を表します。
	　ただ、報告書の最後にもありますように、わが国のIT国際戦略であるグローバルビジョンの策定が次の大きなミッションとして残っております。日本が国際競争力を高め、世界に対してリーダーシップを発揮していくためには、やはりIT環境の整備が不可欠であり、まずはアジアを基盤に、インド・中東・アフリカまでを視野に入れた、2015年までのしっかりした戦略を策定できるよう、ぜひ早急に検討を開始していただけるようお願いいたします。

	村上委員




